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喜 び の 入 賞 者 写真 :事務局

第40回神奈川県溶接技術 コンクール開催 され る 萎

神奈川県及び(社 )日 本溶接協会神奈川県支部共催による、第40回 (平成 9年度)神奈川県溶接技術 コン

クールは、平成 9年 7月 4日 (金 )(財 )日 本溶接技術センターにおいて開催されました。
参加者は59名 (被覆アーク溶接第 1部 19名・ 同第 2部 5名、半自動アーク溶接第 1部20名・同第 2部
15名 )と 、昨年より大きく減少 しましたが、各会社から選び抜かれた精鋭選手は神奈川県一番を目指 し

て熱い戦いを展開した。

当日、競技に先立ち開会式に於いて主催者挨拶をされた神奈川県商工部工業振興課長 (本 田伸夫氏)の

言葉にもありましたがこのコンクールは昭和33年 9月 に第 1回 が開催され、それから40年休む事なく続

けられている伝統あるコンクールといえるでしょう。

そのうえこの年、神奈川県コンクールで入賞され、全国コンクールに被覆アーク溶接の部で神奈川県

代表で参加 した選手が第 1位入賞を果たしています。

ともあれ、今年も全国溶接技術競技会は北海道旭川市で開催されます。第 1部の参加選手、又各社の

応援はその出場権を得るべく熱気がひしひしと伝わって来る大会でありました。

各部の優勝者

神奈川県知事賞

団体賞・ 個人賞

被覆アーク溶接第一部第 1位

三菱電機(株 )鎌倉製作所・前田 誠

被覆アーク溶接第 2部第 1位

(株 )三興製作所平塚工場・藤井崇司

半 自動溶接第一部第 1位

(株 )東芝浜川崎工場  ・基  旭

半 自動溶接第二部第 1位

菱電電子機工(株)  ・赤間 務

上記 4名 の方には知事賞のほかに個人賞として、 (社 )日 本溶接協会神奈川県支部長賞(優秀賞)
(社 )日 本溶接協会東部地区溶接技術検定委員長賞、(株 )産報賞がそれぞれ贈られました。
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〔員 (成 績 順 ) 敬称略

アーク溶接第 1部

前田 誠/三菱電機(株 )鎌倉製作所、元木尚雄/千代田プロテック(株 )、 齋藤冬樹/(株 )東芝京浜事業所
倶埜義則/(株 )神戸製鋼所溶接事業部、星野雅昭/三菱重工業(株 )横浜製作所、古川 忍/(株 )三興製作
所平塚工場、金子和之/(株 )神戸製鋼所溶接事業部、鈴木秀作/千代田プロテック(株 )、
川島靖洋/住友重機械工業(株 )横須賀造船所、芥川 温/三菱電機(株 )鎌倉製作所

アーク溶接第 2

藤井崇司/(株 )三興製作所平塚工場、広井盛親/廣井建設工業 (株 )、 原島和徳/(株 )福嶋鉄工所

(半 自動溶接第 1部 )
基  旭/(株 )東芝浜川崎工場/加藤孝志/石川島播磨重工業(株 )横浜第一工場,浅海雄一/(株 )神戸製
鋼所溶接事業部、矢部成輝/(株 )神戸製鋼所溶接事業部、斎藤哲哉/住友重機械工業(株)横須賀造船所、
柴田一実/(株 )東芝京浜事業所、管野英彰/(株)東芝浜川崎工場、田原 洋/(株 )東急車輌製造(株)横浜
製作所車両生産部、石塚昌寿/三菱重工業 (株 )横浜製作所、佐藤 斉/三進工業 (株 )、
野路隆宏/東急車輌製造(株 )横浜製作所自動車生産部、向 宏昭/(株)東芝京浜事業所、赤坂賢治/東急
車輌製造(株 )横浜製作所車両生産部、橋本忠儀/東 日本旅客鉄道 (株 )大船工場

溶接第 2部

赤間 務/菱電電子機工(株 )、 後藤 司/(株 )青柳製作所、内藤智和/(株 )加藤製作所、自石義弘/
(株 )星川、野村敏雄/(株 )青柳製作所、藤井康男/ト ルクエ業(株 )

審 査 風 景 ス ナ ップ
曲げ試験判定外観判定

現場に役立つろう付け技術講習会ご案内

表記講習会が (社 )日 本溶接協会 (本部)主催で開催されます。案内書ご希望の場合は(社 )日 本溶接協

会神奈川県支部へご連絡 くださいお送 り致 します。

1997年 11月 26日 (水 )

(者 )日 本化学会館 東京都千代田区神田駿河台 1-5
日

場

期

会

平成9年度(第43回 )全国溶接技術競技会 旭川大会
平成 9年度の全国溶接技術競技会は、北海道旭川市のポリテクセンター旭川に於いて、10月 4日

(開会式)05日 (競技会)の 2日 間に亘って開催された。
神奈川県からは、先に行われた第40回 神奈川県溶接技術 コンクールに於いて、各第 1部 で 1位・

2位に入賞 した下記 4名 が神奈川県代表として参加しました。
この成績結果は平成10年 1月 に発表されます。

アーク溶接の部 半自動溶接の部

前田 誠  三菱電機 (株)鎌倉製作所
元木 尚雄 千代田プロテック(株 )

基  旭 (株 )東芝浜川崎工場
加藤孝志 石川島播磨重工業 (株 )横浜第一工場



ウィービングとは「溶接棒を溶接方向に対 して

ほぼ直角に交互に動かしながら溶接する運棒方法」

と」ISで は定義されています。「交互に動かしな

がら」の動かす幅を一般にウィービング幅と呼ん

でいます。ウィービングとは図 1の ように溶接棒

(溶接ワイヤ)が左から右に移動 して再び左に戻っ

てきたとき、左端がまだ溶融状態で固まっていな

い状態を保ちつつ進む運棒方法をいいます。従っ

て、溶融池の両端が固まらないようにして広いウィー

ビング幅を保とうとすれば、溶接電流を高 くして

溶融池を大きくする必要があります。溶融池が大

きいということは、入熱量が大きく、また―シル

ド効果が低下することから空気中から窒素などの

ガスが溶接金属に入ってきます。その結果、衝撃

伸が左端へ戻っ

てくる時までこ
の部分が固まっ
ていない。

図 1 ウィービングの定義
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値も下がり、プローホールなど、内部欠陥も発生

しやす くなります。いっ13‐ う、溶接電流をあげな

いでウィービング幅を広 くした場合、溶融池の両

端が固まりそうになる状態で溶接 していることに

なります。この状態では溶融池の両端をよく溶か

すことができなくなり、スラグ巻込みや融合不良

などの欠陥が発生することがあります。従ってウィー

ビング幅に合った溶接電流域があるということが

いえます。ウィービング幅は特別なケース以外は

制限されることはないようですが、溶接金属の機

械的性質の劣化防止や内部欠陥防止をする上では

大きくしない方が有利です。健全な溶接ができる

ウィービング幅は、被覆アーク溶接棒の場合、図

2の ように棒径の 3倍程度、炭酸ガスアーク溶接

の場合、図 3の ようにノズルロ径程度におさえる

方がよいとされています。図 4の ように「動かす

幅」がどんどん大きくなる肉盛溶接では、いまま

で述べたウィービングとは別の考え方が適用され

ます。この場合いわばスラグをとらないス トレー

トビー ドによる、ハーフラップ法での連続溶接と

いうことになります。

((株 )神戸製鋼所 溶接事業部
販売部 技術サービス室)蛤 谷正敏

被覆アーク溶接と炭酸ガスアーク溶接のウ ィービング幅についてご教示 ください。

(福島県  H鉄 工所 )

ノズル

図 3 炭酸ガスアーク溶接の
ウィービング幅図 2 被覆アーク溶接棒のウィービング幅

((株 )神戸製鋼所・技術ガイ ドより転載 )
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平成 9・ 10年度 (社)日本溶接協会

神奈川県支部役員名簿

2年ごとに改選される神奈川県支部役員が
決まりましたのでお知 らせ致 します。

検定試験情報

①更新試験の受験期間が次のように変わりました。更新

試験の受験期間は技術資格の有効期限が切れる8か月
前から2か月前までに試験を受けなければなりません。
②更新試験に合格した場合の資格の発行日が現在資格の

有効期限に合わせて発行されるようになりました。

(証明書の有効期間がとぎれる事がなくなりました)

③上記期間外に受験する場合は有効期限内であっても、

新規試験 (学科試験免除)で基本級も受験しなければな

りませんのでご注意ください。

但し、新システムヘの移行処置として、当分の間従来

通りの更新試験も受験できます。が、証明書の発行日

も従来通りとなります。

④更新試験と同時に新規種目も受験できますが、この場

合は新規試験 (学科試験免除)扱いとなりますので上記

②の扱いは受けられません。

②の扱いを受けようとする場合は新規試験及び更新試

験それぞれ試験申込書を別にしてください。

⑤新申込書がA4サ イズになりました。
写真はパスポー トサイズ(顔が大きい写真)1枚です。
色着きの眼鏡は使用しないでください。

写真の無い申込書は受け付け出来なくなりましたので

ご注意下さい。

⑥証明書はプラスチック製のカー ドになります。

写真は張り付けではなくパソコンに読み込まれたもの

が写 し出されます。このカードは 1年毎に回収され新
しい証明書が発行されます。

① 」IS規格が改正されました。
JIS Z3801(手 溶接 )・ 3841(半 自動溶接)が改正 され、

新種 目が追加されました。これは従来の裏波溶接を 1

～ 3層 ティグ溶接で行いその後、手溶接接 (Z3801)又
は半自動溶接(Z3841)を する組み合わせ溶接種 目です。

Z3801の 薄板(3.2)で はオールティグが加わりました。
チタン溶接の検定試験がWES(溶接協会規格)か らJIS
Z3805に なりました。その上、板厚 3ミ リになリパイ

プの種 目が加わりました。但 し、上記の改正された新

種目の試験についての実施は1998年 6月 以降の試験に

なる予定ですが、現在のところ実施規則、受験料金、

試験 日など全てにおいてまだ決定 しておりません。決

まり次第会員の皆様には改めてお知 らせ致 します。

クイズ 2
次の文は、炭酸ガスアーク溶接法でのプローホー

ルの発生防止について述べたものである。正 し

いものを 1つ選びなさい。

① 炭酸ガスが供給されていない。
② 風が強いのに防風していない。
③ ノズルにスパッタがつまっている。
④ 母材に亜鉛メッキがしてあるものを
グラインダなどで除去 した。

答えはファックスでお寄せ下さい。

応募者には粗品をお送 りいたします。

原稿を募集 しています

自社の紹介や、技術関連、簡単な旅の話、写真、

クイズの問題等お待ち してお ります。

(社 )日 本溶接協会神奈川県支部

TEL  044--233--8367
FAX  044--246--5265

役 職 氏   名 所 属 備考

支部長 相原正公
(株)三興製作所 平塚工場
工場次長

留任

副支部長土田栄二
三菱重工業(株)横浜製作所
鉄構工作部次長

理 事 本田伸夫
神奈川県 商工部
工業振興課長

新任

前田 稔 石川島播磨重工業(株)横浜第一工場製造部技術グループ部長

加藤明男
(株)大倉製作所 大船工場
検査課

留任

高木 明 (社)神奈川県高圧ガス流通保安協会 会長

近藤信一
神奈川県鉄構業協同組合
理事長

藍田 勲 (株)神戸製鋼所 溶接事業部技術部長

西浦憲爾 住友
重機械工業(株)追浜造船
所 追浜造船工作部 首席技師

駿河省平 (株)東
芝 京浜事業所

材料部 部長

金井宏二
東急車輌製造 (株)横浜製
作所 業務部 生産技術課長

熊田芳紀
日本鋼管 (株)鶴見事業所
重工製造部計画室 主査

稲垣道夫
(財 )日 本溶接技術センター
会長

秋田安友
日立精工 (株)業務部
部長代理

福嶋二郎 (株)福嶋
鉄工所

取締役相談役

紫垣悦章
(株)荏原製作所 藤沢工場
生産第 2部長

再任

林 和義 富士電機 (株)電力事業本部 工作部 製缶課長
″

藤丸武夫
日本鋼管工事(株 )
溶接工事部長

新任

監 事 関口邦夫
アイダウエルディング(株 )
取締役工場長

″

林 大祐 千代田プロテック(株 )製作部長

吉原繁之 日揮工事 (株)参事

帽談鶴隈部日出夫
三菱重エパーキング建設
(株)取締役 留任

池田健治
千代田アイ 。エス・ イー

(株)常務取締役


